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研究成果の概要（和文）：　「書き言葉的」な語で記述すべき学術的文章（レポート，論文等）に「話し言葉
的」な語が混じるという問題を解決するために，「書き言葉的」「話し言葉的」といった注釈のある語を作文技
術に関する文献等から2,141語抽出した。それらに，品詞とコーパスの頻度情報を新たに付与した。また，コー
パスに基づき，代表的な書き言葉的および話し言葉的な語の対に対して，場面別での使用頻度を詳細に明らかに
した。

研究成果の概要（英文）：To solve the problem of "spontaneous" words being mixed in academic texts 
(reports, articles, etc.) that should be described in writing-style words, the words with 
annotations such as "writing style" or "spontaneous" were extracted from literature on composition 
techniques. For each of those 2,141 words, we newly annotated part-of-speech and word frequency 
information appearing in corpora. In addition, frequency of typical writing style and spontaneous 
words was clarified in various scenes based on the corpus.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　「書き言葉的な語」と，「話し言葉的な語」との文体差をコーパスに基づいて計量的に明らかにする点が，学
術的な特色である。学術的文章作成という目的に沿う「書き言葉」の，可能な限り体系的，網羅的な収集を目指
す点が，これまでにない独創的な点である。
　文体差のある語のデータベースを整備することにより，関連する語全体を見渡しながら学術的文章作成時に留
意すべき語を十分に理解することが可能になる。本研究成果は作文教育や日本語教育，また，自然言語処理にお
ける文章生成という応用場面においての活用が期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 

近年，「話し言葉的な語」を多用する SNS 等の影響もあり，「書き言葉的な語」で記述すべき学術的文

章（レポート，論文等）に，「話し言葉的な語」が混じるという問題が大学教育や日本語教育の現場でし

ばしば指摘されている。しかしながら，学術的文章で用いるとよい語を網羅的に調査する文献や先行研

究は残念ながら見当たらなかった。そこで，日本語の作文技術に関する文献及び，書き言葉と話し言葉

の相互関係に関する文献を広く調査した(柏野ほか 2016)。書籍約 170 冊，論文約 290 本を収集し，書

籍 32 冊，論文 31 本より「書き言葉的」と「話し言葉的」として示される語・表現を抽出した。その結果，抽

出した語は，ペア 1,172 語，単独：書き言葉的 581 語，単独：話し言葉的 364 語であった。文献により着

目する段階によって，同じ語が「書き言葉的」とされたり，「話し言葉的」とされたりしていた。それらの重

複を除いた異なり語は約 1,900 語であった。 

得られた語に使用の目安を客観的に付与するためには，コーパスに基づく計量的分析が欠かせな

い。また，文献から抽出した語の品詞情報にゆれがあったため，その修正も課題として残っていた。 

 

柏野和佳子・田嶋明日香・平本智弥・木田真理(2016)「学術的文章作成時に留意すべき「書き言葉的」

「話し言葉的」な語の文献調査」『言語処理学会第 22 回年次大会発表論文集』pp.1041-1044. 

 

２．研究の目的 

 

「書き言葉的な語」と「話し言葉的な語」とされる語を対象に，大学生や日本語学習者の作文，

論文データべース，各種会話コーパスを用いてその文体差を計量的に分析し，学術的文書作成の

ための語の使用指針を策定することが目的である。従来，主に文体差のあるものとして議論され

てきた接続・副詞・文末表現以外に，文体差が問題となるような形容詞，名詞等も収集し，分析

する。 

 

３．研究の方法 

 

（１）コーパスに基づく頻度情報の付与 

 

①これまでに抽出したデータから見出し語および言い換えのペアを抽出し，表記のゆれ，単位の

ゆれを出来る限り統一する。 

②以下に挙げるコーパスから頻度情報を抽出し，付与する。 

・現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ） 

 ・科学技術論文 

 

（２）追加の文献調査と品詞情報の付与 

 

①追加の文献調査を行い，2,141 語のリストを得た。 

②2,141 語の品詞情報の見直しと付与を行った。語ではなく表現の場合は，「品詞＋品詞＋品詞」

や「連語（品詞＆品詞＆品詞）」といった形で記述した。また、特に長いものについては細かな

分解を避けて、単に「名詞句」「動詞句」などとした。 

 



（３）コーパスに基づく計量的分析 

 

文体差のある語を対象に，『現代日本語書き言葉均衡コーパス(BCCWJ)』ほか，中学校・高校

の教科書類，日本語教育の教科書，ベトナム人学習者の論文，日本語学習者コーパス等を用いた

計量的分析を行った。 

 

４．研究成果 

 

（１）コーパスに基づく頻度情報の付与 

 

『現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）』のレジスター別頻度および，科学技術論文デ

ータを用いて，図 1 のような頻度表を作成した。これにより，文体差を計量的に把握することが

できる。 

 

 

図 1 文体差のある語の頻度調査結果（一部） 

 

（２）追加の文献調査と品詞情報の付与 

 

・書籍 12 冊，論文 59 件，ネット記事 3 件の調査結果を追加した。 

・品詞情報を図 2 のように付与した。 

 



 

 

図 2 文体差のある語の品詞情報付与結果（一部） 

 

（３）コーパスに基づく計量的分析 

 

『現代日本語書き言葉均衡コーパス(BCCWJ)』には，「国会会議録」という話し言葉を転記し

た資料や，話し言葉的な語が多く用いられる「yahoo!知恵袋」「yahoo!ブログ」の用例が収録さ

れている。たとえば，書き言葉的な「次第に」と，話し言葉的な「どんどん」の使用を比較する

と，それら三つや雑誌において「どんどん」の使用率が高いことが図 3 からわかる。しかしなが

ら，図 4 に示すとおり，書き言葉的な「重要」と話し言葉的な「大事」の比較では，国会会議録

では「重要」の使用率が高いという結果が出ている。つまり，公的な場面の話し言葉では，書き

言葉的な語の使用率が高い場合もあることを明らかにした。（柏野 2018） 

 

 

 

 また， 

 

 

 

 

 

図 3 「次第に」「どんどん」(ppm の比率)         図 4 「重要」「大事」 (ppm の比率) 
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